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つ ど え ～ る ！ 

 
 
 
 
 
【はじめに】 

笠間市地域資源発掘隊は、笠間市内で活動して

いる様々な市民団体や多種多様な地域資源を調

査・発掘するための団体です。調査・発掘した情

報は、まちづくりや地域活動、産業振興等に活か

すとともに、市民活動等の情報を一元化すること

で、団体間の連携と新たな市民活動を促進しま

す。さらには、この活動を通して新市の一体感を

作り上げ、市民と行政が連携したまちづくりを目

指すものです。  
地域資源発掘隊の活動の最終目標は「ガイドブ

ック」の完成ですが、新しくなった笠間市の地域

資源や団体活動を調査し、それらをどのように活

用していくかなど議論する過程を重視し、今後の

まちづくりの手法や新たな市民活動へつなげて

いきたいと思います。 

 

１．開始式 

平成１８年７月２９日（土）  午後１時～  
（於：友部公民館  会議室）  

 茨城まちづくりセンターのまちづくりアドバ

イザー派遣制度を利用させていただき、流通経済

大学社会学部教授の香川眞先生を講師に迎え、地

域資源発掘隊の開始式を行いました。発掘隊に

は、笠間市民だけでなく、クラインガルテン利用

者や笠間ファン倶楽部会員など、市外からの参加

者もおり、様々な

角度から地域資

源の発掘が期待

できます。  
 
 

 
【開始式の様子】 

 
 
 
 
 
○ 講演「地域資源を発掘する」 

講師：香川 眞 先生 

【講演内容】 

「地域資源＝観光資源」と

いってもよいのではないか。

観光とは、自分たちの住んで

いる場所を光らせ、住みやす

くすることである。  
「観」という文字には「見

る」だけでなく、「示す」という意味がある。観

光資源には、磨けば観光対象となる「潜在的な可

能性」と組み合わせれば観光対象となる「顕在的

な可能性」がある。身のまわりにあるすべてが資

源と考えられ、過去・現在・未来すべてを含めて

資源である。資源はひとつでもすばらしいが、組

み合わせるともっとすばらしいものになる。 
 観光対象とは、資源（素材）を対象化したもの

で、「行きたい」「食べたい」「やりたい」等の観

光行動を惹き起こす。また、観光開発は、観光資

源の対象化の手続きであり、まちのすばらしさを

自分たちで発見、創造し、情報を発信していくプ

ロセスこそが「観光開発」である。  
 空気のないところに行くと、空気のありがたみ

に気が付くように、観光資源の発掘には、他の地

域と比べてみることが重要である。また、過去と

現在、現在と未来の比較を行うことも必要であ

る。資源の対象化の手続き（プロセス）を大切に

してほしい。  
  
 この他にも、事例を交え、実体験を基にしたお

話をいただき、今後の地域資源発掘隊の活動への

励ましの言葉をいただきました。  

＜市町村探訪＞ 
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２．ワークショップ「かさまの宝」 

 平成１８年８月２３日（水） 午後７時～  

（於：笠間公民館 会議室） 

実際の地域資源発掘のグループワークを前に、

「かさまの宝」をテーマにワークショップを行い

ました。  
 
○「かさまの宝」は何か？ 

下記の中から、好きなフレーズをひとつ選択し、

自分が考える「かさまの宝」を自己紹介とともに

発表しました。 

「わたしのまちの自慢は○○です」  
「わたしのまちのよいところは○○です」  
「わたしは笠間市の○○が好きです」  

 メンバーからは「自然」や「緑」を「かさまの

宝」と考えるという意見が多く、その他にも「芸

術活動」や「助け合いの心」を「かさまの宝」と

考えるという意見も出されました。  
 
 
 
 
 
 

 
【４グループに分かれて

ワークショップ】 

 
○ かさまをＰＲするキャッチフレーズ 

 各人がキャッチフレーズに使う言葉を考え、付

箋に書き出したものをもとにグループで話し合

い、「私たちの故郷、笠間市を全世界にＰＲするキ

ャッチフレーズ」を作成しました。最初は遠慮が

ちに話をしていたメンバーも、話し合いが進むに

つれて盛り上がり、積極的な話し合いができまし

た。 

 
「かさまの味というなら○○○ 

見てほしい××× 

そしてみやげは△△△」  
 ワークショップの最後にグループで考えたキ

ャッチフレーズとその理由の発表を行いまし

た。「笠間の味というなら自然からの贈り物 見

てほしい素朴な器 そして土産は栗（マロン）」

「笠間の味というなら厚い人情 見てほしい自

然の中の文化遺産 そしてみやげは笠間焼」な

ど、奥が深いキャッチフレーズが完成しました。 

【キャッチフレーズの発表】 

 

３．地域資源発掘隊のこれから… 

 １０月からはグループに分かれ、実際に地域

資源の調査・発掘のためのグループワークを行

います。この地域資源発掘隊の活動を通して、

今まで気がつかなかった新たな笠間の一面を発

見し、より笠間が好きになっていければ良いと

思います。  
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 

笠間市 市民活動課 まちづくりＧ 

TEL 0296-77-1101（内線 135） 

FAX 0296-77-1390 

E-mail katsudo@city.kasama.lg.jp 

.http://www.city.kasama.lg.jp/katsudo/index.html 


